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　元ちゃんの

    　今 年 の 天 気　　「秋」　
旧暦 ： 文月一日～長月廿九日　新暦 ： 令和元年8月1日～令和元年10月27日
１. 元ちゃんの旧暦予想 「秋」　
早  訪  竹  春　 　（暦より早い訪れ竹の春）
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新暦8月1日からが秋で、平年並みか、少し早めの“秋入り”と予想。本格的に秋を感じ始めるのは、9月初旬(新暦)頃から。秋冬野菜の種まきは、ほぼ例年通りか少し早めで。この年は、台風、秋雨前線等による水害に注意した方がよいでしょう。十五夜（芋名月）は新暦9月13日、また十三夜（栗名月）は新暦10月11日。

七賢の 正月來たり 竹の春（正岡子規）
(写真：バッタを狙うカマキリ ⇒ その後バッタに逃げられ捕食失敗＜新暦8月19日＞)
2． 今年の 「秋」　
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季節事象
	観測日（新暦）
	観測日（旧暦）
	平年差

	彼岸花の開化日（銚子）
	9/27
	葉月廿九日
	∔7

	ススキの開化日（銚子）
	10/8
	長月十日
	∔10

	富士山の初冠雪
	10/22
	長月廿四日
	∔22

	アキアカネの初見日(銚子）
	10/23
	長月廿五日
	∔20


平年差 ： ＋＜遅い＞　ー＜早い＞　　　　　　　　　　　　　【気象官署の季節観測】

この秋は暑さが続き、遅い秋入りとなりました（残念ながらこの点、予想は外れ）。台風や低気圧の影響で大荒れとなった秋でもありました（逆にこの点は予想的中となってしまいました）。まず新暦8月28 日の九州北部地方での記録的な大雨（対馬海峡付近の前線に向かって吹く暖かく湿った空気の影響）。新暦9月8～9 日は台風15号が強い勢力のまま関東地方に上陸。東日本太平洋側を中心に大荒れとなり、千葉県などで甚大な災害が発生しました。新暦10月もたびたび大雨が発生しました。新暦12 日には台風第19 号が伊豆半島に上陸。東日本から東北地方の広い範囲で大雨や暴風となりました（箱根（神奈川県）では新暦12 日の日降水量が歴代の全国で1 位となる922.5 ｍｍを観測）。この台風の影響で河川の氾濫が相次ぐなど、大きな被害が発生。さらに新暦10月25 日にも東日本の太平洋沿岸を進む低気圧に暖かく湿った空気が流れ込み、関東甲信地方や東北地方で大雨。またもや河川の氾濫や土砂崩れなどの被害が発生しました。被害にあわれた方にお見舞い申し上げますとともに早い復興をお祈りしております。
3． 元ちゃんの 「秋」　

江戸川土手に曼殊沙華　　　　　　　　　  江戸川土手の関東嫁菜  　　　　　　  　 　　 庭の藤袴
 葉月三十日(元/9/28)   　                長月一日(元/9/29)  　　              長月廿四日(元/10/22)
4． 元ちゃんの旧暦予想  「冬」　新暦 元.10.28～2.1.24
早  喜  春  隣　　　（暦より早い喜び春隣）
冬は新暦10月28日から。少し早めに“冬入り”するようですね。また、冬の終わりも翌年の新暦1月24日ですから、「少し早めに過行く冬」と予想します。本格的な冬の訪れは11月下旬（新暦）頃からでしょう。2019年の正月（新暦）は“中冬”の後半。まさに寒さのピークですね。寒いですから、暖かくしてお迎えください。 
庖丁の 音の小刻み 春隣（中村汀女）
なんだかんだ言っても旧暦！

















